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山
梨
宝
石
博
物
館　

町
民
入
館
無
料
の
お
知
ら
せ

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

中
国
語
会
話
超
入
門
〜
会
話
の
初
歩
か
ら
〜

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森

　
　

ク
リ
ス
マ
ス
会

「
山
梨
の
富
士
山
・
２
０
１
２
年
カ
レ
ン
ダ
ー
」
展

富
士
山
教
養
講
座
（
郷
土
史
講
座
）

テ
ー
マ
「
古
文
書
に
記
さ
れ
た
富
士
山
・
く
ら
し
」

富
士
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

「
第
９
回　

富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年
」

募
集

 
■
期
　
間
　
１
月
１
日
（
日
）
〜
９
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
お
、
４
日
は
休
館
日
で
す
） 

■
対
　
象
　
富
士
河
口
湖
町
在
住
者
及
び
同
伴
者

※

入
館
の
際
確
認
資
料
（
免
許
証
・
保
険
証
・
町
民
優

　
待
カ
ー
ド
な
ど
提
示
し
て
下
さ
い
。
）

※

展
示
品
総
数
５
０
０
種
約
３
０
０
０
点

　
大
自
然
が
創
り
出
し
た
希
少
な
宝
石
の
数
々
を
是
非

こ
の
機
会
に
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
山
梨
宝
石
博
物
館
　
TEL
７
３‐

３
２
４
６

　
中
央
公
民
館
で
中
国
語
会
話
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
数

名
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
中
国
語
に
興
味
の
あ
る
方
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館

※

そ
の
他
テ
キ
ス
ト
代
等
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
ご 

　
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い

　
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先
　

　
　
　
TEL
０
９
０‐

５
２
１
８‐

０
５
４
７
（
渡
辺
）

　
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
す
。
当

日
は
子
ど
も
達
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。
サ
ン
タ
も
登
場

予
定
で
す
の
で
是
非
親
子
で
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
12
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　(

午
前
９
時
45
分
よ
り
受
付)

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
ホ
ー
ル

※

参
加
さ
れ
る
方
は
会
場
準
備
の
為
12
月
７
日(

木)

ま
で

　
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先

　
　
　
　
F
u
j
i
こ
ど
も
の
家
バ
ン
ビ
ー
ノ
の
森

　
　
　
　
TEL
７
６-

６
８
８
２
　
FAX
２
０-

４
０
３
５

　
　
　
　E

m
a
il

　in
fo
@
b
a
m
b
ifuji.jp

　
担
当
　
横
田

■
期
　
間
　
12
月
１
日
〜
平
成
24
年
１
月
31
日

■
内
　
容
　
北
麓
地
域
の
市
町
村
で
発
行
し
て
い
る
カ

　
レ
ン
ダ
ー
を
展
示
し
、
各
地
か
ら
の
富
士
山
の
姿
と

　
各
自
治
体
を
紹
介
す
る
企
画
展
示
。
限
定
販
売
あ
り

■
参
加
市
町
村
等

　
忍
野
村
　
鳴
沢
村
　
富
士
河
口
湖
町
　
富
士
吉
田
市

　
山
中
湖
村
　
山
梨
県
山
岳
連
盟 (

五
十
音
順)

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
１
階

■
開
館
時
間
　
８
時
30
分
〜
17
時

■
年
中
無
休
　
入
館
・
観
覧
無
料

■
日
　
時
　
12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
内
　
容
　
古
文
書
に
記
さ
れ
た
読
み
解
き
、
古
の
富

　
士
山
と
当
時
の
人
々
の
く
ら
し
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

■
講
　
師
　
中
村
章
彦
氏

　
　
　
　
　
（
富
士
河
口
湖
町
文
化
財
審
議
委
員
） 

■
場
　
所
　
山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３-

１

■
定
　
員
　
20
名
（
要
申
込
）
　
参
加
費
無
料 

■
申
込
み
方
法
　
12
月
８
日
ま
で
に
電
話
か
メ
ー
ル
で

　
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

●
連
絡
先
　
TEL
０
５
５
５-

７
２-

０
２
５
９

　
　
　
　
　
メ
ー
ル
　fuji-v.c@

p
each

.o
cn
.n
e.jp

　
富
士
山
の
環
境
保
全
に
向
け
た
関
心
や
意
識
を
高
め
、

美
し
い
富
士
山
を
将
来
に
わ
た
っ
て
、
守
り
引
き
継
い

で
い
く
気
運
を
醸
成
す
る
た
め
、
富
士
山
に
あ
て
た
年

賀
状
を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間
　
12
月
５
日
（
月
）
〜
24
年
１
月
25
日
（
水
）

■
募
集
内
容
　

　
　
官
製
ハ
ガ
キ
又
は
、
同
サ
イ
ズ
の
私
製
ハ
ガ
キ
の

　
裏
に
、
富
士
山
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
、
富
士
山
に
む

　
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
添
え
た
「
富
士
山
」
宛
の

　
年
賀
状

■
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
次
の
内
容
を
明
記

○
あ
て
先
　
〒
４
０
１-

０
３
０
１

　
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
６
６
６
３-

１

　
　
　
　
　
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

○
応
募
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業(

学

　
　
校･

学
年)

、
電
話
番
号
、
公
募
を
知
っ
た
情
報
手
段

　
を
明
記
（※

必
須
）

■
応
募
規
定
　
応
募
点
数
は
１
人
１
点
の
み
と
す
る
。

※

手
書
き
・
版
画
・
貼
り
絵
（
ち
ぎ
り
絵
）
・
パ
ソ
コ

　
ン
等
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
平
面
的
な
も
の
。

　
写
真
や
既
製
の
イ
ラ
ス
ト
等
の
使
用
は
不
可
。

　
応
募
者
本
人
が
著
作
権
を
所
有
す
る
未
公
開
の
デ
ザ

　
イ
ン
に
限
る
。

■
賞
品
　
最
優
秀
賞
１
点
、
審
査
員
特
別
賞
２
点
、
優

　
　
　
　
秀
賞
12
点
、
入
選
作
品(

上
記
含
む)

２
０
０
点

■
入
賞
者
等
の
発
表
　
平
成
24
年
２
月
中
旬
予
定

※

そ
の
他
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
次
ま
で

●
問
合
先
　
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５-

２
０-

９
２
２
９

　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
５-

７
２-

４
１
１
４
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県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校 

【
在
職
者
訓
練
】

障
害
児
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト 

「
レ
ッ
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
ク
リ
ス
マ
ス
絵
皿
」

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
小
児
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
知
ろ
う
〜

富
士
五
湖
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
１

ハ
ー
ブ
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

お
正
月
飾
り
講
習
会

大
石
紬
伝
統
工
芸
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　

草
木
染
を
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　

〜
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
（
講
座
）
〜

＝
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト(

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン)

＝

■
日
　
程
　
24
年
２
月
２
日
〜
６
日
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
受
　
付
　
12
月
２
日
か
ら

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
＝

■
日
　
程
　
24
年
２
月
16
日
〜
６
日
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円

■
受
　
付
　
12
月
16
日
か
ら

●
問
合
先
　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
４-
４
３-

８
９
１
１

　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５
４-

４
３-
８
９
１
２

　＝
ワ
ー
ド
応
用
（
第
２
回
）
講
座
＝

■
日
　
程
　
24
年
２
月
９
日
〜
計
６
日
間
　

　
　
　
　
　
午
後
６
時
〜
９
時

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円
　
テ
キ
ス
ト
代
別

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
付
　
12
月
９
日
か
ら

＝
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
講
座
＝

■
日
　
程
　
24
年
２
月
16
日
・
17
日
　
２
日
間

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
受
講
料
　
２
１
０
０
円
　

■
定
　
員
　
12
名
　
■
受
付
　
12
月
16
日
か
ら

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
２

■
対
　
象
　
発
達
障
害
を
含
む
障
害
児(

園
児
〜
高
校
生)

　
　
　
　
　
と
家
族
、
支
援
者
　

※

付
き
添
い
な
し
で
の
参
加
可

■
日
　
時
　
12
月
11
日(

日)

午
後
１
時
30
分
〜

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館

■
参
加
費
　
５
０
０
円
　
■
申
込
期
限
　
12
月
５
日

■
内
　
容
　
陶
器
の
プ
レ
ー
ト
に
ク
リ
ス
マ
ス
柄
な
ど

　
　
　
　
　
の
絵
付
け
を
す
る 

■
講
　
師
　
ラ
ン
プ
シ
ェ
イ
ド
作
家
　
大
岩
あ
や
さ
ん

●
申
込
・
問
合
先

　
　
TEL
０
８
０-

１
３
６
７-

９
６
９
７ 

寺
脇
　 

　
　E

m
a
il

　w
in
g
.k
aw
a
g
u
ch
ik
o
@
d
o
co
m
o
.n
e.jp
 

 

■
日
　
時
　
12
月
25
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

■
会
　
場
　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
さ
ん
ホ
ー
ル

■
ゲ
ス
ト
　
吉
田
中
学
校
吹
奏
楽
部

■
演
奏
曲
目
　
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
、
愛
燦
燦
、

　
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
他

■
入
場
料
　
無
料

※

会
場
入
口
に
募
金
箱
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
募
金
総

　
額
と
演
奏
会
の
収
益
金
の
一
部
を
こ
ど
も
の
音
楽
再

　
生
基
金
へ
寄
付
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
TEL
０
９
０-

１
５
３
８-

２
４
３
９
　
羽
田

■
日
　
時
　
12
月
17
日(

土)

　
午
後
１
時
〜
４
時

■
共
　
催
　
県
小
児
科
医
会
　
県
小
児
保
健
協
会

　
　
　
　
　
県
小
児
科
地
方
会
　
山
梨
小
児
ア
レ
ル
ギ

　
　
　
　
　
ー
研
究
会
　
Ｍ
Ｓ
Ｄ
株
式
会
社

■
内
　
容
　

　
①
小
児
科
医
か
ら
提
言
　
診
断
・
食
物
除
去
と
解
除

　
　
試
験
、
治
療
・
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
対
応
等
講
演

　
②
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
来
場
者
か
ら
の
質
疑
応
答
（
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
）

■
会
　
場
　
山
梨
県
立
文
学
館 

講
堂

■
入
場
無
料
　
■
参
加
費
　
無
料
　
■
申
込
　
不
要

●
問
合
先
　
Ｍ
Ｓ
Ｄ
株
式
会
社

　
　
　
　
　
TEL
０
８
０-

６
６
２
７-

７
９
１
０
　
奥
家
宛

　
毎
年
大
人
気
の
お
正
月
飾
り
の
講
習
会
で
す
。

■
日
　
時
　
12
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
〜 

■
定
　
員
　
30
名 

■
材
料
費
　
３
０
０
０
円

●
問
合
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
　
TEL
７
２‐

３
０
８
２

　
シ
ル
ク
の
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
を
茜
草
の
銅
媒
染
で

染
め
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

■
費
　
用
　
３
２
０
０
円

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

●
申
込
・
問
合
先
　

　
　
　
　
大
石
紬
伝
統
工
芸
館

　
　
　
　
TEL
７
６‐

７
９
０
１
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西湖いやしの里根場からのお知らせ

西湖いやしの里根場では「ふるさとの四季」をテーマにした年中行事を行っています。
町民の皆様は無料で入場できますので、お気軽にお越し下さい。

⑪見晴らし屋　企画展

年末・年始企画のご案内年末・年始企画のご案内年末・年始企画のご案内

陶芸；米山久志
藍染；米山のぶ子

現在開催中～1月10日(火)
陶と藍の二人展陶と藍の二人展

ガラス；斎藤ゆう　　
金　工；斎藤美樹

現在開催中～1月10日(火)
鏡の中の世界 展鏡の中の世界 展

⑩匠や　企画展

冬期営業時間への変更のお知らせ

期　間

参加費

1月8日(日)　午前11時～午後3時
　　　　　  「刈り取り・皮はぎ」
2月5日(日)　午前11時～午後3時
　　　　　  「紙すき」

期　間 12月1日(木)～
　　12月31日(土)

期　間 平成24年1月1日(日)
　　  ～1月31日(火)

１回　1,500円
(昼食付き) 要予約
※1回のみの参加可

問合せ
問合せ

紙屋 逆手山房 宮本
℡ 090-3342-3815

≪詳細お問合せ先≫西湖いやしの里根場総合案内所
ＴＥＬ；０５５５－２０－４６７７　ＦＡＸ；０５５５－２０－４６７８

URL http://www.fujisan.ne.jp/iyashi/  　E-Mail iyashi@utopia.ocn.ne.jp（12月～3月 午前9時30分～午後4時30分、水曜日休館）

西湖いやしの里根場は、１２月から３月まで、営業時間が変わりますので、ご理解・ご協力をお願い致します。
４月～１１月　午前９時～午後５時　無休
１２月～３月　午前９時３０分～午後４時３０分　水曜日休館
　　　　　　但し、１月４日（水）と２月１日（水）は営業致します。

営業時間

和紙の♥バレンタインメッセージカード♥
を作りましょう！

河童とクニマス 展

里の年末・お正月

いやしの里の秋まつりが行われました！

和紙の♥バレンタインメッセージカード♥
を作りましょう！

河童とクニマス 展

福の神  展福の神  展

いやしの里栽培の「楮(こうぞ)」を使った和紙作り体験です。
和紙づくりの基本も学べます。

陶器で作った「クニマス」と遊ぶ
「河童たち」をご笑覧下さい。

招き猫に七福神、干支など、様々
な福を呼ぶ作品を展示します。

土あそび富士炉漫窯　前田　℡080-5024-5735

里の年末・お正月

いやしの里の秋まつりが行われました！

新年を迎える準備やお正月の風景を再現します。しめ縄や門松など今では懐かしい
風景です。
いやしの里は元日からの営業。霊峰富士のもと、新年をいやしの里で過ごしてみま
せんか？
もちつき、樽酒、獅子舞などの催しに加えて、羽つきやこま回しなど懐かしい遊び道
具も用意し、皆様のお越しをお待ちしております。
各棟でもこの時期の特別メニューを用意します。
詳しくは、お問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

「西湖いやしの里根場
で見つけた風景」を和
紙プリント紙「おおむら
さき」に印刷してご応
募下さい。
入賞作品は、12月20日
より1月31日まで展示
いたします。
応募方法・各賞につい
てはホームページをご
覧いただくか、お問い
合わせ下さい。

写真コンテスト
作品募集

写真コンテスト
作品募集

締切り12月10日(土)
※当日消印有効

2010年グランプリ
「晩秋」中川美治

第８回 いやしの里
収穫の秋、スポーツの秋、文化の秋、色々な秋の楽しみ
方がありますが、いやしの里では一日で一気に楽しもう！
と、11月6日（日）「いやしの里の秋まつり」を行いました。
今や定番となった古代米のお餅つき、秋の味覚たっぷり
の「きのこ汁」、子どもたちは、竹馬やめんこ、おさかなすく
いで楽しんでいました。
地元「高尾太鼓」の演奏で、お祭りがさらに盛り上がり、
北麓アンサンブルによる「いやしの音色コンサート」で
は、ギター・バイオリン・フルートの音色が文化の秋を奏
でました。
餅つきの前には、「お米体操」で、楽しくエクササイズ。“米
”の字を書き順通りに身体を動かします。
身体も心もお腹も満腹…
これからもそんな時間の過ごし方のお手伝いをしていき
たいと思います。
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２０１1年

◎町健康増進課主催「育児学級」での託児…１２名（３回）　　◎広報朗読サービス…６名（２回）

◎生き活き交流広場お手伝い…２４名（８回）　　　　　　　　　　　　◎おもちゃの病院…７名（８回）

◎電気製品修理ボランティア協力…７名（３回）　　　　　　　　　 ◎富士山荘デイサービスお手伝い…１８名（９回）

◎町デイサービスセンター「ふれ愛」お手伝い…４名（２回）

ボランティア活動情報 【平成23年9月16日～11月15日】

『山梨県社会福祉大会』で
ボランティア活動功労賞受賞
『山梨県社会福祉大会』で
ボランティア活動功労賞受賞

　去る、１１月２１日(月)、コラニー文化ホール(山梨県立県民文化ホール)において、山梨県社会福祉協議会主催の第５９回

山梨県社会福祉大会において、町ボランティアロビーにご登録いただいている「ひまわり手芸クラブ」（井出みつぎ代表）

と朗読ボランティアの古屋知子さんが表彰されました。この表彰は、社会福祉事業に功績のあったもの、並びに地区・団体

及び協力援助した方々を表彰するものです。

　去る、１１月２１日(月)、コラニー文化ホール(山梨県立県民文化ホール)において、山梨県社会福祉協議会主催の第５９回

山梨県社会福祉大会において、町ボランティアロビーにご登録いただいている「ひまわり手芸クラブ」（井出みつぎ代表）

と朗読ボランティアの古屋知子さんが表彰されました。この表彰は、社会福祉事業に功績のあったもの、並びに地区・団体

及び協力援助した方々を表彰するものです。

　富士河口湖町ボランティアロビーに新しいボランティアグループ「ＮＰＯ法人Ｍｏｍ（マム）」

（堀内詠子代表）が登録されました。

　マムは、富士北麓地域に住む障害児を持つ母親などによって、今年３月に発足。現在３０名の会員

で、子育ての実体験手記の朗読会を中心にフォーラムやコンサートなどを通して障害者への理解を

求めて活動を行っています。

　ボランティアロビーに新しいグループが登録されました。これからの活動を期待しています。

期間中にご協力いただいた各ボランティア活動をご紹介します。（延べ活動回数）

功績表彰

新しく登録！

ひまわり手芸クラブ 古屋知子さん
　ひまわり手芸クラブは、昭和６２年より活動を始

め、特別養護老人ホームなどの施設へ手芸を通し

て慰問活動などを行ってきました。

　また、ボランティアロビー発足当初から登録して

いただき、ロビーの活動にも積極的にご協力いた

だいています。

　古屋さんは、平成６年に本会ボランティアロビー

に登録され「広報朗読サービス」を、１７年間継続

的に活動されています。

　現在では、図書館や高齢者のサロンなどで読み

聞かせ活動などを行っています。

「ＮＰＯ法人　Ｍｏｍ（マム）」「ＮＰＯ法人　Ｍｏｍ（マム）」「ＮＰＯ法人　Ｍｏｍ（マム）」
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寄付者名及び団体名 寄付金・物品

〔平成２３年９月１６日～１１月１５日現在〕温かい善意ありがとうございました
◎河口地区社会福祉協議会にご寄付いただきました。

中村　太一　さん（河口）

梶原　　篤　さん（河口）

５０，０００円

５０，０００円

【使用済み切手】

　(船津)渡辺和彦さん

　　　  バビロン電機さん

　　　  オプトナカムラさん

年末年始のお知らせ
富士河口湖町ボランティアロビーは、12月29日(木)～平成24年1月3日(火)までお休みいたします。
なお、新年は、1月4日(水)より業務を行います。年の瀬もおしせまり、あわただしい毎日ですが、よい
お年をお迎えください。

ボランティアグループ「おもちゃ病院」

おもちゃの病院　開設しています！！おもちゃの病院　開設しています！！おもちゃの病院　開設しています！！
　ボランティアグループ「おもちゃ病院」では、おもちゃの病院を開設しています。修理してほしいおもちゃを持って

こども未来創造館へお越し下さい。

☆開設日時：毎月　第２・４金曜日　午後１時～４時（祝日・年末年始は休み）
☆受付時間：午後１時～３時
☆場　　所：こども未来創造館

町内の小中学校で福祉講話を実施

☆福祉講話とは、地域で暮らす障害を持つ人から、体験や日頃感じていることなどを話してもらうことで障害につい  

　て理解を深め、また、学校と地域を結び、障害という垣根を越えてともに生きる「ノーマライゼーション」の思想を

　育みあう貴重な体験の場になっています。

　１１月７日(月)、全校生徒(３８名)が聴覚に障害を持つ小佐野恵子さんを迎え

福祉講話を実施。

　小佐野さんから、学生のころのお話や、「昔は病院に行っても先生のお話がほ

とんど理解できなかったが、今では手話通訳者がいるので正確な情報を得るこ

とができる」といった普段の生活の様子についてお話していただきました。

　最後に、簡単なあいさつの手話を教えていただきました。

☆福祉講話とは、地域で暮らす障害を持つ人から、体験や日頃感じていることなどを話してもらうことで障害につい  

　て理解を深め、また、学校と地域を結び、障害という垣根を越えてともに生きる「ノーマライゼーション」の思想を

　育みあう貴重な体験の場になっています。

　９月３０日(金)、全校児童(５１名)が理学療法士の秋山雄大さんを迎え福祉講

話を実施。

　秋山さんから、病気やケガで手足などが動きにくくなった人のお手伝いをす

る理学療法士の仕事内容についてお話を聞いた後、児童数人がテープを使って

膝を固定し、膝が麻痺したときの疑似体験を通して身体の不自由さも体験しま

した。

　最後に、お家でもできる転倒予防の体操を教えていただきました。

　９月３０日(金)、全校児童(５１名)が理学療法士の秋山雄大さんを迎え福祉講

話を実施。

　秋山さんから、病気やケガで手足などが動きにくくなった人のお手伝いをす

る理学療法士の仕事内容についてお話を聞いた後、児童数人がテープを使って

膝を固定し、膝が麻痺したときの疑似体験を通して身体の不自由さも体験しま

した。

　最後に、お家でもできる転倒予防の体操を教えていただきました。

学校で取り組まれた福祉講話や体験教室をご紹介いたします。 (H23.11.15現在)

　１１月７日(月)、全校生徒(３９名)が聴覚に障害を持つ小佐野恵子さんを迎え

福祉講話を実施。

　小佐野さんから、学生のころのお話や、「昔は病院に行っても先生のお話がほ

とんど理解できなかったが、今では手話通訳者がいるので正確な情報を得るこ

とができる」といった普段の生活の様子についてお話していただきました。

　最後に、簡単なあいさつの手話を教えていただきました。

西浜中学校

西浜小学校
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　この冬に開催される新イベント「富士河口湖冬物語」の一環として、冬花火の開催日に合わせて８種類の
ほうとうを販売する食のイベント「ＡＫＢほうとう８（エイト）～あなたと 河口湖で Ｂ級グルメ～」を計画して
います。
　この「ＡＫＢほうとう８」は、町民が楽しめることを念頭に、ほうとう以外の飲食や射的、輪投げなどの屋
台で縁日の雰囲気を出し、大道芸等の催しも展開することで、子供たちにとって魅力的で、大人も懐かしく
食べて、遊べるイベントを目指しています。
　つきましては、以下のとおり出店者を募集します。

実 施 日
会 場
募 集 数
出店内容

出店補助
販売方法

備 品 等

申込・選考

平成２４年２月４日（土）・５日（日）

大池公園駐車場（グルメ広場）

８店（個人･団体不問）

ほうとう　

※定番のみそ味、カレー風、韓国風、イタリアン風、餡かけ、スイーツ系など

内容・調理方法は問いません。自由にご提案ください。

出店にあたり一店５０，０００円を限度とし補助します。

・販売料金は一杯１００円とします（※器と箸は主催者が用意）。

・販売時間は各日１１時～１４時と１７時～２０時の２回（予定）とします。

・売上金は出店者収入とします。

・１回の販売食数は２００食を基準とします（１日４００食）。

テント、机、椅子、大釜、ガスコンロ、ＬＰガス等の基本設備は主催者側で用意しますが、その他

出店に必要となる食材や消耗品、調理器具などの備品は各出店者に負担いただきます。

出店申込書に必要事項を記入のうえ、町観光課へ平成２４年１月６日（金）までに提出してくださ

い。書類審査ののち、１月中旬頃に試食会を実施し、出店者を決定します。

①ほうとう出店者

実 施 日
会 場
募 集 数
出店内容

出 店 料
販売方法

備 品 等

申込・選考

平成２４年２月４日（土）・５日（日）

大池公園駐車場（出店広場）

１２店（町内にお住まいの個人、町内に活動拠点を有する団体等）

ほうとう以外の飲食・物販、体験等（ほうとうをメインとしたイベントとなりますので、うどんやそ

ば等の麺類や汁物の出店は不可とします）

出店にあたっては出店料(２０,０００円)を納めていただきます。

・販売時間は、各日１０時～２０時とします。

・売上金は出店者収入とします。

テント、机、椅子等の基本設備は主催者側で用意しますが、その他出店に必要となる食材や消耗

品、食器、調理器具などの備品は各出店者に負担いただきます。

出店申込書に必要事項を記入のうえ、町観光課へ平成２４年１月６日（金）までに提出してくださ

い。書類審査を行い、出店者を決定します。

②ほうとう以外の飲食・物販等出店者

　出店申込みにあたっては、募集要項を必ずお読みください。募集要項・出店申込書は観光課窓口に

お越しいただくか、町ホームページ及び町観光情報サイトでダウンロードしてください。

注意事項

出店者を募集します！ 出店者を募集します！ 

冬の新イベント

お問合せ：観光課  TEL 72-3168 / FAX 72-2817  /  Eメール kanko@town.fujikawaguchiko.lg.jp
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　　山
中
湖
村
に
勤
務
し
、保
健
師
業
務

　　に
従
事
す
る
。

３ 

受
験
資
格
　

　　○
昭
和
49
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２

　　　　年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　　○
保
健
師
の
資
格
を
有
し
て
い
る
者

　　　　又
は
資
格
取
得
見
込
み
の
者

※

そ
の
他
欠
格
事
項
あ
り
。
詳
細
は

　
　
山
中
湖
村
へ
問
合
せ
。

４ 

試
験
場
所
　

　
　
山
中
湖
村
役
場
第
１
会
議
室

５ 

試
験
方
法

　
○
１
次
試
験
　
論
述
試
験
、
事
務

　
　
適
性
検
査
、
一
般
性
格
診
断
検

　
　
査
、
保
健
師
専
門
試
験

　
○
２
次
試
験
　
口
述
試
験

６ 

試
験
申
込

　
○
山
中
湖
村
総
務
課
窓
口
に
提
出

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
（
申
込
書
は
山
中
湖
村
総
務
課

　
　
　
に
あ
り
ま
す
）

　
○
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に

　 

「
山
中
湖
村
保
健
師
採
用
試
験
」 

　
　
と
朱
書
き
し
書
留
郵
便
に
し

　
　
て
下
さ
い
。
「
受
験
票
」
に

　
　
宛
先
を
記
入
し
、
50
円
切
手
を

　
　
貼
っ
て
下
さ
い
。

７ 

受
験
票
交
付
　

　
申
込
書
を
直
接
し
た
方
は
窓
口
で

　
交
付
し
、
郵
送
の
場
合
は
12
月

　
27
日
頃
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

８ 

合
格
者
発
表
　

　
第
１
次
合
格
者
は
山
中
湖
村
掲
示

　
板
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
本
人
に

　
通
知
し
ま
す
。

　
第
１
次
合
格
者
が
２
次
試
験
者
と

　
な
り
ま
す
。

９ 

合
格
か
ら
採
用
ま
で

　
合
格
者
は
山
中
湖
村
長
に
お
い
て

　
採
用
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

　
合
格
し
た
か
ら
と
い
っ
て
必
ず
し

　
も
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
　

　
ま
た
指
定
日
ま
で
に
資
格
を
取
得

　
し
な
け
れ
ば
採
用
さ
れ
る
資
格
を

　
失
い
ま
す
。

10 

注
意
事
項

　
○
受
験
当
日
、
受
付
時
間
に
遅
れ

　
　
た
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
○
試
験
当
日
は
鉛
筆
（
Ｈ
Ｂ
４

　
　
〜
５
本
）
、
消
し
ゴ
ム
を
必
ず

　
　
　
　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　

　
山
中
湖
村
役
場
総
務
課

　
　
〒
４
０
１-

０
５
９
５
　

　
　
　
山
中
湖
村
山
中
２
３
７-

１

　
　
　
　
　
　
TEL
６
２‐

１
１
１
１

作業机等の購入に丸紅基金の
助成金が活用されました。

　
11
月
１
日
に
障
害
者
授
産
施
設

p
a
l‐

p
a
l
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

■
事
業
内
容

○
就
労
移
行
支
援
　
（
定
員
10
名
）

　
主
な
内
容
　
弁
当
の
製
造
販
売

○
就
労
継
続
Ｂ
型
事
業
（
定
員
30
名
）

　
主
な
内
容
　パ
ン
・
製
菓
・
う
ど
ん
・
炭

　
　
製
品
の
製
造
販
売

※

対
象
者
は
18
歳
以
上
の
知
的
障
害
者
、

　　身
体
障
害
者
で
す
。

●
問
合
先
　

　
福
祉
推
進
課

　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

６
０
２
８

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
　
p
a
l‐

p
a
l（
パ
ル
パ
ル
）

　
　
　
　   

TEL 

８
３‐

３
１
７
０

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　

p
a
l‐p
a
l（
パ
ル
パ
ル
）が

　
　
　

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　

p
a
l‐p
a
l（
パ
ル
パ
ル
）が

　
　
　

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　

p
a
l‐p
a
l（
パ
ル
パ
ル
）が

　
　
　

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

今月の相談日

時間:午後1時30分～／午後2時30分～　場所:中央公民館　第2会議室
問合せ・申込み先　企画課 【７２－1129】

（毎月第2・第4火曜日開催）

女性なんでも相談のお知らせ
育児・心の悩み・身体の事など。
お気軽にご相談下さい。
相談は予約制（無料）です。
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人口

男

女

世帯

　　26,118人
(＋17)

 12,820人
(＋9)

 13,298人
　(＋8)

 9,316  
(＋11)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

１１月１日現在の
人口・世帯

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

日   

時
　
12
月
21
日 (

水)

　
　
　   

　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　（
12
時
か
ら
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

場   

所
　
富
士
吉
田
商
工
会
議
所

問
合
せ
　
大
月
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」 

相
談
会

日   

時
　
12
月
22
日 (

木)

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
　（
12
時
か
ら
午
後
１
時
は
昼
休
み
）

会
　
　
場
　
中
央
公
民
館

　相談者や効率的な相談のため、行政相談・心配ごと相談、
弁護士相談は予約制です。相談の予約は、相談日の４日前ま
でに町役場企画課（７２－１１２９）まで連絡してください。相
談時間は、1人20分間とします。

行政相談・心配ごと相談は
予約制です

消費者及び多重債務問題の
相談は毎月10日です

◆県民生活センター
　　県民生活相談　ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６
　　（行政・法律・交通事故・内職・住宅土地・労働）
　　甲府市飯田１丁目１－２０ 山梨県ＪＡ会館５階

◆富士・東部地域地方相談室
　　ＴＥＬ０５５４－４５－５０３８・７８４３
　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　  午前８時３０分～午後５時

◆山梨行政評価事務所
　　　　ＴＥＬ０５５－２５２－１４９６
　　　　●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　　　　　 午前８時３０分～午後５時

■無料弁護士相談
　毎月４回開設（午後１時～３時30分）
　相談は予約制で、１人当たり30分
　◆県民生活センター相談室（山梨県ＪＡ会館５階）
　　  ＴＥＬ０５５－２２３－１３６６

＝県等の機関が行っている各種相談＝

12月20日（火）
町中央公民館　　　　
勝山ふれあいセンター
足和田出張所
上九一色出張所

午前10時～午後2時
午後1時～4時
午後1時～4時
午後1時～4時

町中央公民館　
　　　　　午前10時～正午
上九一色出張所　
　　午後1時15分～2時45分

実施日 行政相談・心配ごと相談 弁護士相談

白壁　　勝雄　　　 ７２－０１４３　 小佐野成太郎　 ８３－２３２０
渡辺　　秀樹　　   ８２－２４２４　 渡辺袈裟司　　   ８７－２３１６

町の行政相談委員さんは、

  1月20日（金）
町中央公民館　　　　
勝山ふれあいセンター
足和田出張所
上九一色出張所

午前10時～午後2時
午後1時～4時
午後1時～4時
午後1時～4時

町中央公民館　
　　　　　午前10時～正午
勝山出張所　
　　         午後1時～3時

　町では、多重債務など消費者問題でお悩みの方々から
の相談に応じて、専門の相談員と弁護士が対応します。
予約も受け付けいたします。　
※相談上の秘密は固く守られます。

■消費者問題でお悩みではありませんか！■

○相 談 員　 穂阪四郎　○弁 護 士  (奇数月)　○相談場所　 町中央公民館第２会議室　　○予約・問合先　 企画課　７２-１１２９

○借金、サラ金・クレジット問題相談　自らの収入で返済しきれないほどの借金を抱えお悩みの方々からの相談
○消費者問題相談　 不当請求や悪質訪問販売など地域の消費生活に関し苦情やお困りのこと

《相談内容》

＝他の機関が行っている消費者相談等＝

弁護士相談（奇数月です）消費者及び多重債務問題相談相談日
町中央公民館　　午後1時～午後3時
町中央公民館　　午後1時～午後3時

12月10日（土）
  1月10日（火）

なし
あり

三
浦
志
げ
じ
　
90
歳
　
三
浦
貴
美
恵
　
長
浜

江
野
澤
　
仁
　
77
歳
　
江
野
澤
伸
一
　
富
士
ヶ
嶺

渡
辺
　
藤
行
　
83
歳
　
渡
辺
　
正
孝
　
富
士
ヶ
嶺

伊
藤
　
彰
敏 

＝ 

前
田
　
美
紀
　
船
津

渡
邉
　
友
和 

＝ 

渡
邊
　
恵
子
　
船
津

中
村
　
　
徹 

＝ 

佐
藤
　
　
雅
　
船
津

渡
邉
　
　
諒 

＝ 

瀧
口
　
恵
子
　
船
津

小
川
　
匡
平 

＝ 

外
川
　
瑞
穂
　
浅
川

外
川
　
　
満 

＝ 

羽
田
　
真
弓
　
小
立

渡
邊
　
広
孝 

＝ 

渡
邊
　
千
春
　
小
立

山
口
　
裕
矢 

＝ 

古
屋
　
珠
美
　
小
立

堀
内
　
研
太 

＝ 

山
森
　
春
佳
　
大
石

小
佐
野
雄
介 

＝ 

下
條
　
文
絵
　
勝
山

小
澤
　
　
萌 

＝ 

天
野
　
美
里
　
富
士
ヶ
嶺

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

◆県民生活センター（山梨県ＪＡ会館5階）
　 県民生活相談　ＴＥＬ０５５－２３５－８４５５
 　（テレフォンサービス消費専用）０５５‐２３３－３３９９

◆法テラス山梨　ＴＥＬ０５０－３３８３－５４１１

◆富士・東部地域地方相談室　
　　　ＴＥＬ０５５４－４５－５０３８・７８４３

◆甲府財務事務所多重相談窓口
　　ＴＥＬ０５５－２５３－２２６１　
　　 ＦＡＸ０５５－２５３－３３１０

●曜日・時間　月曜日～金曜日（祝日除く）
　 午前８時３０分～12時、午後１時～４時３０分



休日・夜間の救急医の問い合わせ先　☎２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後５時～、土曜日　１２時から、日曜・祝祭日　午前８時～
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富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報 32

年末・年始休みのお知らせ

　年末・年始は、各処理施設が休みとなりますので「ごみ」は収集しません。絶対にステーションへは
出さないでください。
　ステーション収集は、町のカレンダーに掲載のとおり実施しますので、お間違えのないようご協力く
ださい。
※なお、次のステーション収集を追加します。

※年末・年始の休み中は、長期にわたって収集できませんので、各家庭において保管していただくなど
　ステーションへは出さないでください。　　　　　　　　　　　●問合先　環境課　７２‐３１６９

ステーション収集（●燃えるごみ＆■燃えないごみ）について・・・

ごみ処理施設への持ち込みについて・・・

地　　　区

船津・浅川・勝山

収集種別 収集日

●燃えるごみ 年末　１２月３０日（金）

地　　　区

全地区共通

処理施設 持込可能な日・時間

※一般廃棄物処理依頼書が必要
年末　１２月２９日（木）午後３時まで
年始　　１月　４日（水）午前９時から

地　　　区

全地区共通

処理施設 持込可能な日・時間

富士河口湖町じん芥処理場 年末　１２月２９日（木）午前11時まで
年始　　１月　４日（水）午前９時から

●燃えるごみ

地　　　区

河   口   湖

処理施設 持込可能な日・時間

富士河口湖町じん芥処理場

富士吉田市環境美化センター

年末　１２月２９日（木）午前11時まで
年始　　１月　４日（水）午前９時から

勝山・足和田・
上九一色

青木が原ごみ処理組合
大和田清掃センター

年末　１２月２９日（木）午後３時まで
年始　　１月　５日（木）午前９時から

■燃えないごみ

地　　　区

全地区共通

処理施設 持込可能な日・時間

各リサイクルセンター
富士河口湖町リユースセンター

年末　１２月２９日（木）午前11時まで
年始　　１月　４日（水）午前９時から

山梨紙業カワグチコ 年末　１２月３１日（土）午後３時まで
年始　　１月　４日（水）午前10時から

★資源物

◆粗大ごみ

これからは空気が乾燥して火災の起こりやすい季節です。
火の元には十分注意しましょう。
また、おやすみ前にもう一度火の元を確かめましょう。　管理課　防災係

火災の起こりやすい季節です!


